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11  月   定   例   会  

◎  会  期   １ 日 間  

 

議 事 日 程 

日 次  月  日  曜  議   事   要   項  

１  11月 20日  水  

午 前 10時 開 会  

議 席 の 指 定  

議 長 選 挙  

会 期 の 決 定  

諸 報 告  

会 議 録 署 名 議 員 の 指 名  

議 会 運 営 委 員 会 委 員 の 辞 任  

議 会 運 営 委 員 会 委 員 の 補 欠 選 任  

休 憩 （ 議 会 運 営 委 員 会 ）  

議 案 上 程  

提 案 理 由 説 明  

議 案 に 対 す る 質 疑  

広 域 連 合 一 般 に 対 す る 質 問  

討  論  

採  決  

閉  会  
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◎  11月 定 例 会 付 議 事 件  

 

 △  広 域 連 合 長 提 出 議 案  

  第 ９ 号 議 案  平 成 30年 度 佐 賀 県 後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合 一 般 会 計 歳 入 歳 出 決 算  

  第 10号 議 案  平 成 30年 度 佐 賀 県 後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 歳 入

歳 出 決 算  

  第 11号 議 案  令 和 元 年 度 佐 賀 県 後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合 一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ）  

  第 12号 議 案  令 和 元 年 度 佐 賀 県 後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 補 正

予 算 （ 第 ２ 号 ）  

  第 13号 議 案  佐 賀 県 市 町 総 合 事 務 組 合 を 組 織 す る 地 方 公 共 団 体 の 数 の 減 少 及 び 同 組 合

規 約 の 変 更 に つ い て  

  第 14号 議 案  専 決 処 分 に つ い て （ 令 和 元 年 度 佐 賀 県 後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合 後 期 高 齢

者 医 療 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ） ）  

  第 15号 議 案  佐 賀 県 後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合 監 査 委 員 の 選 任 に つ い て  

 

 △  選 挙 ・ 選 任 等  

  佐 賀 県 後 期 高 齢 者 医 療 広 域 連 合 議 会 議 長 の 選 挙 に つ い て  

  議 会 運 営 委 員 会 委 員 の 辞 任 に つ い て  

  議 会 運 営 委 員 会 委 員 の 補 欠 選 任 に つ い て  

  議 決 事 件 の 字 句 及 び 数 字 等 の 整 理 に つ い て  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年11月 20日（水） 
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令和元年11月20日（水）   午前10時00分   開会 

 

出  席  議  員 

 

１．坂 口  久 信 ２．溝 口    誠 ３．片 渕  栄二郎 

４．三 苫  紀美子 ５．武 村  妃呂子 ７．中 山  昭 和 

８．園 田  邦 広 ９．中 山  五 雄 10．松 石  健 児 

11．馬 場    茂 12．宮 島    清 13．諸 上  栄 大 

14．市 丸  典 夫 15．松 田  義 太 16．牟 田  勝 浩 

17．前 田  邦 幸 18．山 本  茂 雄 19．中川原  豊 志 

20．青 木    茂 21．池 田  正 弘 22．嘉 村  弘 和 

 

 

 

 

 

欠  席  議  員 

 

６．松 尾  文 則   

 

 

 

 

 

地方自治法第121条による出席者 

 

広 域 連 合 長  横 尾  俊 彦 

副 広 域 連 合 長  末 安  伸 之 

事務局長兼会計管理者  牧 瀬  稔 子 

業 務 課 長  吉 田  一 成 

副 広 域 連 合 長  秀 島  敏 行 

監 査 委 員  力     剛 

副事務局長兼総務課長  宮 原    信 
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◎ 開  会 

○片渕栄二郎副議長 

 おはようございます。副議長の片渕栄二郎でご

ざいます。 

 当連合議会構成市町議会の選出議員の変更によ

り、現在、議長が不在となっておりますので、議

長が選出されるまでの間、地方自治法の規定によ

り、私が議長の職務を行います。よろしくお願い

いたします。 

 ただいまから佐賀県後期高齢者医療広域連合議

会定例会を開会します。 

 これより本日の会議を開きます。 

◎ 議席の指定 

○片渕栄二郎副議長 

 この際、議席の指定を行います。 

 議席は、会議規則の規定により、お手元に配付

している議席表のとおり指定します。 

◎ 議長選挙 

○片渕栄二郎副議長 

 これより議長の選挙を行います。 

 お諮りします。選挙の方法は、地方自治法の規

定により、指名推選によりたいと思いますが、御

異議ありませんか。 

    （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認めます。よって、選挙の方法は指

名推選と決定しました。 

 お諮りします。指名の方法につきましては、議

長において指名することに御異議ありませんか。 

    （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認めます。よって、議長において指

名することに決定しました。 

 それでは、指名します。佐賀県後期高齢者医療

広域連合議会議長に嘉村弘和議員を指名します。 

 お諮りします。ただいま指名しました嘉村弘和

議員を佐賀県後期高齢者医療広域連合議会議長の

当選人と定めることに御異議ありませんか。 

    （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認めます。よって、ただいま指名し

ました嘉村弘和議員が佐賀県後期高齢者医療広域

連合議会議長に当選されました。 

 嘉村弘和議員に会議規則の規定により、議長当

選を告知します。 

 それでは、嘉村弘和議員、登壇の上、議長就任

の挨拶をお願いします。 

○嘉村弘和議長 

 改めまして、おはようございます。これより一

言御挨拶を申し上げさせていただきます。 

 ただいま議員の皆様の御理解によりまして、議

長に御推挙いただきました佐賀市議会の嘉村弘和

でございます。私はもとより微力ではございます

が、議長といたしまして議会の円滑な運営に全力

を挙げて取り組むとともに、財政厳しい昨今では

ございますが、高齢者の皆様が安心して必要な医

療を受けることができるように持続可能な後期高

齢者医療制度の構築に引き続き皆様とともに最善

を尽くしていきたいと考えております。 

 何とぞ皆様の御指導、御協力を賜りますことを

心からお願い申し上げまして、簡単粗辞でござい

ますけれども、議長就任の御挨拶とさせていただ

きます。どうかよろしくお願い申し上げます。 

○片渕栄二郎副議長 

 議長が決定しましたので、議長と交代します。 

    〔議長交代〕 

◎ 会期の決定 

○嘉村弘和議長 

 これより議長の職務を務めます。よろしくお願

いします。 

 それでは、会期の決定を議題とします。 

 お諮りします。本定例会の会期を本日１日間と

したいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

    （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認めます。よって、本定例会の会期

を本日１日間とすることに決定しました。 

 本定例会の議事は、お手元に配付しております

日程表のとおり進めます。 

◎ 諸報告 

○嘉村弘和議長 

 次に、日程により、諸報告を行います。 

 報告の内容につきましては、配付している報告

第２号のとおりです。 

 

報告第２号 
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諸  報  告 

 

○例月出納検査の報告について 

 平成31年２月22日から令和元年10月30日までに、

監査委員から例月出納検査及び定期監査の結果に

ついて下記のとおり報告された。 

 その内容は、それぞれ議員各位にその写しを送

付したとおりである。 

記 

 ２月22日 平成30年度定期監査の結果報告書 

      （平成29年12月１日～平成30年11月 

      30日執行分） 

 ２月22日 例月出納検査結果報告について 

      （一般会計・特別会計等の平成30年 

      度１月分） 

 ３月27日 例月出納検査結果報告について 

      （一般会計・特別会計等の平成30年

      度２月分） 

 ４月26日 例月出納検査結果報告について 

      （一般会計・特別会計等の平成30年

      度３月分） 

 ５月29日 例月出納検査結果報告について 

      （一般会計・特別会計等の平成30・

      31年度４月分） 

 ６月26日 例月出納検査結果報告について 

      （一般会計・特別会計等の平成30年 

      度・令和元年度５月分） 

 ７月30日 例月出納検査結果報告について 

      （一般会計・特別会計等の令和元年 

      度６月分） 

 ９月５日 例月出納検査結果報告について 

      （一般会計・特別会計等の令和元年 

      度７月分） 

 ９月30日 例月出納検査結果報告について 

      （一般会計・特別会計等の令和元年 

      度８月分） 

 10月30日 例月出納検査結果報告について 

      （一般会計・特別会計等の令和元年 

      度９月分） 

 

◎ 会議録署名議員の指名 

○嘉村弘和議長 

 次に、日程により、会議録署名議員の指名を行

います。 

 会議録署名議員は、会議規則の規定により、議

長において、牟田勝浩議員及び前田邦幸議員を指

名します。 

◎ 議会運営委員会委員の辞任 

○嘉村弘和議長 

 次に、日程により、議会運営委員会委員の辞任

の件を議題とします。 

 本日、山本茂雄議員、前田邦幸議員、中山昭和

議員、三苫紀美子議員、以上４名の議員から議会

運営委員会委員の辞任願が提出されました。 

 お諮りします。山本茂雄議員、前田邦幸議員、

中山昭和議員、三苫紀美子議員、以上４名の議会

運営委員会委員の辞任を許可することに御異議あ

りませんか。 

    （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認めます。よって、４名の議会運営

委員会委員の辞任を許可することに決定しました。 

◎ 議会運営委員会委員の補欠選任 

○嘉村弘和議長 

 次に、日程により、議会運営委員会委員の補欠

選任を行います。 

 お諮りします。議会運営委員会委員に、委員会

条例の規定により、議長において、青木茂議員、

牟田勝浩議員、市丸典夫議員、松尾文則議員、武

村妃呂子議員、以上５名を指名したいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

    （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認めます。よって、ただいま指名し

ました５名を議会運営委員会委員に選任すること

に決定しました。 

 これより正副委員長互選のため、議会運営委員

会を開催しますので、しばらく休憩します。 

午前10時８分 休 憩   
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令和元年11月20日（水）   午前10時20分   再開 

 

出  席  議  員 

 

１．坂 口  久 信 ２．溝 口    誠 ３．片 渕  栄二郎 

４．三 苫  紀美子 ５．武 村  妃呂子 ７．中 山  昭 和 

８．園 田  邦 広 ９．中 山  五 雄 10．松 石  健 児 

11．馬 場    茂 12．宮 島    清 13．諸 上  栄 大 

14．市 丸  典 夫 15．松 田  義 太 16．牟 田  勝 浩 

17．前 田  邦 幸 18．山 本  茂 雄 19．中川原  豊 志 

20．青 木    茂 21．池 田  正 弘 22．嘉 村  弘 和 

 

 

 

 

 

欠  席  議  員 

 

６．松 尾  文 則   

 

 

 

 

 

地方自治法第121条による出席者 

 

広 域 連 合 長  横 尾  俊 彦 

副 広 域 連 合 長  末 安  伸 之 

事務局長兼会計管理者  牧 瀬  稔 子 

業 務 課 長  吉 田  一 成 

副 広 域 連 合 長  秀 島  敏 行 

監 査 委 員  力     剛 

副事務局長兼総務課長  宮 原    信 
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○嘉村弘和議長 

 それでは、休憩前に引き続き、会議を開きます。 

◎ 議会運営委員会正副委員長互選結果報告 

○嘉村弘和議長 

 この際、正副委員長の互選結果を報告します。 

 議会運営委員会委員長中川原豊志議員、副委員

長牟田勝浩議員、以上のとおりです。 

◎ 議案上程 

○嘉村弘和議長 

 次に、日程により、第９号議案 平成30年度佐

賀県後期高齢者医療広域連合一般会計歳入歳出

決算、第10号議案 平成30年度佐賀県後期高齢

者医療広域連合後期高齢者医療特別会計歳入歳出

決算、第11号議案 令和元年度佐賀県後期高齢者

医療広域連合一般会計補正予算（第１号）、第12

号議案 令和元年度佐賀県後期高齢者医療広域連

合後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）、

第13号議案 佐賀県市町総合事務組合を組織する

地方公共団体の数の減少及び同組合規約の変更に

ついて、第14号議案 専決処分について（令和元

年度佐賀県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医

療特別会計補正予算（第１号））、以上の６件を

一括して議題といたします。 

◎ 提案理由説明 

○嘉村弘和議長 

 広域連合長からの提案理由の説明を求めます。 

○横尾俊彦広域連合長 

 おはようございます。 

 それでは、提案理由説明を行います。 

 本日、令和元年11月佐賀県後期高齢者医療広域

連合議会定例会の開会に当たり、まずは後期高齢

者医療制度にかかわる近況を御報告の上、今議会

に提案いたしております諸議案につきまして、順

次説明をさせていただきます。 

 まず、ことし８月の前線に伴います大雨は、大

雨特別警報の豪雨となり、佐賀県内も被災をし、

特に武雄市、大町町、そして多久市では、甚大な

被害を受けました。 

 今回の豪雨災害につきましては、県内はもとよ

り、県外の自治体からさまざまな御支援をいただ

き、また、多数のボランティアの方々から御協力

を頂戴しましたことに対し、この場をおかりし、

衷心より厚く御礼を申し上げます。 

 当広域連合といたしましても、被災された被保

険者の方々への支援といたしまして、保険料や医

療機関の窓口におきます一部負担金の減免などに、

市町の後期高齢者医療担当課と連携して取り組ん

でいるところでございます。 

 今後も関係各位の御支援を賜りながら、被災自

治体の一日も早い復興を目指し、広域連合として

県内各市町への所要の支援を考えているところで

ございますので、何とぞお集まりの議員各位のお

力添えをよろしくお願い申し上げます。 

 さて、先月10月18日に国から「高齢者の保健事

業と介護予防の一体的な実施」に関する「高齢者

の特性を踏まえた保健事業ガイドライン」の第２

版が示されました。国は来年度からこの一体的な

実施を進めていくに当たり、高齢者の身体的、精

神的及び社会的な特性を踏まえ、効果的かつ効率

的で、高齢者一人ひとりの状況に応じた細かな対

応を行うため、広域連合、市町村、都道府県、国

民健康保険団体連合会、医療機関など、さまざま

な関係機関が連携して取り組んでいくものとされ

ているところです。 

 当広域連合におきましても、来年度からこの一

体的な実施に係る事業展開に向けて、まずは県内

市町へ組織体制の確立を要請し、その後には市町

で、どの部署が中心となってこの一体的な実施を

行っていくかなど、各市町の関係部署での協議、

調整がなされていることと思います。 

 今後は、ガイドラインをもとに、広域連合と県

内市町が本格的な施行に向けて、取り組み内容を

協議し、さらに基本的な方針を定め、来年度以降

広域連合と市町が委託契約を締結して事業を進め

ていくことになります。 

 また、この高齢者の保健事業と介護予防の一体

的な実施に係る事業費につきましては、国から特

別調整交付金で支援いただくことになりますが、

その一方で、現場で対応いただく保健師などの医

療専門職の確保が全国でも大きな課題として認識

されております。 

 これらの課題に対しましては、全国協議会から
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も先日、厚生労働大臣に対し、要望活動を行って

おり、また、国が主催する社会保障審議会医療保

険部会において、引き続き、委員として参画させ

ていただいておりますので、国や関係機関に対し、

地方の実情などを踏まえ、意見を申し上げてまい

る所存でございます。 

 それでは、提案いたしております議案につきま

して御説明申し上げます。 

 初めに、第９号議案は、「平成30年度佐賀県後

期高齢者医療広域連合一般会計歳入歳出決算」の

認定をいただきたく、提案いたすものでございま

す。 

 その決算額は、歳入が１億8,391万6,610円、歳

出が１億7,768万9,272円であり、歳入歳出差引額

622万7,338円は翌年度へ繰り越ししております。 

 歳入の主なものは、市町負担金と前年度繰越金

です。歳出の主なものは、広域連合の運営に要し

た派遣職員給与等負担金や事務所使用料となって

おります。 

 次に、第10号議案は、「平成30年度佐賀県後期

高齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算」の認定をいただきたく、提案いたすも

のでございます。 

 その決算額は、歳入が1,293億5,425万4,626円、

歳出が1,260億766万5,312円であり、歳入歳出差

引額33億4,658万9,314円は翌年度へ繰り越しをし

ております。 

 歳入の主なものは、医療給付費に係る市町や

国・県の負担金及び現役世代から支援される後期

高齢者交付金などであります。 

 歳出の主なものは、療養給付費や高額療養費等

の２款保険給付費でございます。 

 なお、決算議案に関しましては、「主要な施策

の成果を説明する書類」及び監査委員の「決算審

査意見書」を添付いたしております。 

 次に、第11号議案の「令和元年度佐賀県後期高

齢者医療広域連合一般会計補正予算（第１号）」

について御説明申し上げます。 

 補正の額は、622万7,000円を増額し、歳入歳出

予算の総額は、それぞれ１億9,599万6,000円とい

たしております。 

 歳入につきましては、平成30年度剰余金の確定

による繰越金を、また、歳出につきましては、繰

越金を財源とした予備費を計上いたしております。 

 次に、第12号議案の「令和元年度佐賀県後期高

齢者医療広域連合後期高齢者医療特別会計補正予

算（第２号）」でございます。 

 補正の額は、26億2,642万2,000円の増額とし、

歳入歳出予算の総額はそれぞれ 1,287億 968万

2,000円といたしております。 

 歳入につきましては、平成30年度の療養給付費

市町負担金確定に伴う追加納付分としての市町支

出金や保険料等に係る剰余金を繰越金として計上

いたしております。 

 また、歳出につきましては、繰越金等を財源と

して、後期高齢者医療給付費準備基金へ積み立て

るとともに、国庫負担金などの額の確定に伴う返

還金を計上した諸支出金及び予備費の増額を行っ

ているところであります。 

 次に、第13号議案の「佐賀県市町総合事務組合

を組織する地方公共団体の数の減少及び同組合規

約の変更について」でございますが、地方自治法

第290条の規定により、当広域連合議会の議決を

要するものでございます。 

 最後に、第14号議案の「専決処分について」で

ございます。 

 第14号議案の「令和元年度佐賀県後期高齢者医

療広域連合後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号）」は、平成30年度支払基金交付金の確定に

伴う超過額の返還金につきまして、その納付期限

が９月30日でありましたため、地方自治法第179

条第１項の規定に基づき専決処分を行っておりま

すので、議会の承認をお願いするものでございま

す。 

 以上、今回提案いたしました議案につきまして、

御説明を申し上げました。 

 何とぞ、よろしく御審議賜りますようお願い申

し上げます。 

○嘉村弘和議長 

 以上で提案理由の説明は終わりました。 

◎ 議案に対する質疑 

○嘉村弘和議長 
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 次に、日程により、議案に対する質疑に入りま

す。 

 これまでに通告はありませんので、これをもっ

て質疑は終結します。 

◎ 広域連合一般に対する質問 

○嘉村弘和議長 

 次に、日程により、広域連合一般に対する質問

を開始します。 

 質問の通告がありますので、発言を許可いたし

ます。 

○園田邦広議員 

 皆さんこんにちは。みやき町の園田邦広でござ

います。ただいまより一般質問を行います。 

 質問項目は、後期高齢者医療費の不正受給につ

いてであります。 

 この件につきましては、11月12日にここで勉強

会ということがありました。その日には、私は全

国議長会のほうに出席をしておりましたので、こ

の勉強会には出席することができませんでしたの

で、きょうの一般質問ということをお願いしたと

ころであります。執行部におかれましては、わか

りやすく簡潔に答弁方よろしくお願いいたします。 

 それでは、質問を行います。 

 佐賀県の後期高齢者数は、制度発足以来、平成

20年４月末は10万7,984人であったが、平成30年

10月では12万3,384人と、年々増加傾向にありま

す。 

 国立社会保障・人口問題研究所が平成30年に地

域別将来推計人口を発表されていますが、それに

よると、今後、全国的に我が国の総人口は減少す

る一方で、いわゆる団塊世代の制度への加入等に

より被保険者数は年々増加し、過去にない高い高

齢化率となるのは明らかであると指摘をしており

ます。 

 一方で、佐賀県の被保険者１人当たりの医療費

はここ数年伸び続け、全国でも上位を占めており、

医療費の適正化に取り組まなければならない時期

に、今回のこのような事案はあってはならないこ

とであります。私は大変驚いているところであり

ます。 

 2019年10月２日の佐賀新聞で、佐賀市の２鍼灸

院が医療費を不正に請求し、合計で341万5,236円

を受給したと報道があっております。これは佐賀

市の分も含まれている金額でございます。 

 そこで、このことについて、３点についてお伺

いをいたします。 

 １つ目、不正があった時期は、１事業者は2014

年３月から2018年11月まで、もう１事業者は2017

年５月から2018年６月までとなっている。広域連

合が不正を把握したのはいつか。なぜ今の時期に

報道されたのか。また、発覚後、速やかに議会を

招集し、報告をしなかったのか。 

 ２つ目、報道では前段で両鍼灸院とも医師の同

意を得ずに施術を行ったとある。後段では、療養

費申請の審査で、医師の同意書とレセプト、いわ

ゆる診療報酬明細書に記された病名が異なってい

たところから不正が判明したとなっている。医師

が同意書を出していないのに、なぜ同意書がある

のか。 

 ３つ目、事案の対応でありますが、１つ目、不

正受給の返還はどうなったのか。２つ目、被害届

の提出について、佐賀市は被害届の提出を警察に

相談しているとなっていたが、広域連合はなぜ被

害届を出さないのか。３つ目、今後の２事業者に

対しペナルティー等は考えているのか。 

 以上、質問をいたします。 

○牧瀬稔子事務局長兼会計管理者 

 おはようございます。 

 療養費不正受給についての園田議員の大きく３

項目、６点につきましてお答えいたします。 

 １点目、不正を把握した時期でございます。当

広域連合が不正の疑いがあるという情報を得まし

たのは、平成31年１月28日で、不正を確定させ、

不正への対応を決定しましたのが令和元年９月24

日でございます。 

 まず、佐賀市保険年金課が国民健康保険におき

まして、平成30年10月診療分の療養費支給申請書

の審査の際、施術所から提出されました同意書に

記載された病名がレセプトの傷病名に記載されて

いなかったことから、疑義が生じたとのことです。

そこで、診察した医師に確認し、同意していない

旨の回答を受け、不正請求の疑いを強くされたと
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伺っております。 

 後期高齢者医療制度におきましても、同様な療

養費支給があるため、佐賀市保険年金課から当広

域連合に情報提供とともに調査協力依頼があった

ものでございます。 

 その後、慎重な調査のもと、不正であると確定

し、対応決定ができましたのが令和元年９月24日

でございます。 

 ２点目、なぜ今の時期に報道されたかについて

でございます。 

 平成31年１月に情報を得た後に、該当する療養

費支給申請書474件を一件一件調査、確認し、レ

セプト情報と突合、点検を行い、再同意を行った

医療機関11カ所への調査や被保険者宅を訪問し、

被保険者に聞き取りを行うなど、慎重に調査を重

ねてまいりました。 

 また、今回の事案の対応におきましても、手続

に瑕疵がないように弁護士へ相談し、助言を求め

たところでございます。 

 随時、佐賀市保険年金課と連携し、慎重に精査

を行った結果、最終的な方針を決定し、先月、10

月１日にプレスリリースを行い、10月２日付の新

聞報道となったものでございます。 

 ３点目、議会への報告についてでございます。 

 施術所等への不正請求抑止の観点から、まずは

早急にプレスリリースを行うべきと判断させてい

ただきました。 

 10月１日にプレスリリースの前、９月30日に議

長及び副議長へ御説明をさせていただきました。 

 全議員への文書をお送りさせていただく旨の了

承を得ました後、直ちに議員の皆様へ「はり、き

ゅうの施術に係る療養費の不正請求について」、

この文書をお送りさせていただきました。 

 また、先週11月12日の今議会定例会の議案勉強

会におきましても、事案への対応など改めて御説

明をさせていただいたところでございます。 

 したがいまして、今回の事案につきましては、

以上のような対応をとらせていただきましたので、

何とぞ御理解のほどよろしくお願いいたします。 

 ４点目、医師の同意書についてでございます。 

 最初に、医師の同意について御説明させていた

だきます。 

 はり・きゅうの施術にかかわる療養費の受給に

つきましては、初回は医師の書面による同意書が

必要でございます。今回の２施術所も、最初の医

師の同意はございます。また、内容についても不

正なものはありませんでした。 

 施術を継続するためには、３カ月ごとに書面ま

たは口頭で医師の再同意を得る必要がございます。

しかし、２施術所は医師の再同意を得ず、療養費

申請書に架空の再同意日を記入して申請を行って

いたものでございます。 

 なお、平成30年10月から制度が改正され、医師

の同意期間終了後に引き続き施術が必要な場合は

医師の診断を受けた上で、改めて同意書の交付を

受け、療養費支給申請書に同意書の原本を添付す

るようになっております。 

 ５点目、返還についてでございます。 

 返還金の請求につきましては、10月末を納期限

とし、10月４日に各施術所に対しまして、はり・

きゅうの施術にかかわる療養費返還額決定通知書

とともに納付書を発送しております。 

 １施術所は10月７日に全額返還がなされました。

もう一方の施術所は期限までに納付がなかったた

め、11月５日付で督促状を発送し、再度の返還金

の請求を行っているところでございます。 

 ６点目、被害届についてでございます。 

 佐賀市保険年金課の警察への相談につきまして

は、別の案件で警察に相談に行かれた際に、あわ

せて今回の療養費の不正受給についても相談され

ていると伺っております。なお、現時点では被害

届は出されておりません。 

 当広域連合でも返還に応じられない場合は法的

措置も考えておりますが、何より返還していただ

けるように力を注いでまいります。 

 また、ペナルティーについてでございますが、

現段階では返還をしていただくということになり

ますし、この制度が変わりましたので、例えば、

代理受領権、そういうものの停止を５年間すると

か、そういうことはできませんので、今の状況で

行いたいと考えております。 

 以上でございます。 
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○園田邦広議員 

 ありがとうございました。 

 そしたら、順を追ってもう一度質問をしてまい

ります。 

 問題は、同意書とレセプトの病名が一致しなか

ったとか、書かれていなかったとかいうことだっ

たろうと思いますが、９月30日に広域連合から私

どもに書類を送付されていますね。それが、私に

は10月１日に届きました。そして、内容を見たわ

けですが、10月２日に佐賀新聞でこのことが報道

されたわけですね。なぜこういった書類を私たち

がもらった後にすぐ報道があったのかということ

を、私は非常に懸念しておるわけです。１つは、

私はこれはマスコミから嗅ぎつけられたというよ

うなことで、執行部は慌てて私どもに書類を送っ

て、そして、その後報道をされた。つじつまが合

うようなことをされたのではないかというふうに

私は思っております。議会が何も知らんで報道が

先にあったらそれは困るというようなことから、

こういったことが働いたのではないかなというふ

うに思っております。これが１つ。 

 そうすると、今言った９月30日の内容を見てみ

ますと、３の経緯等についての中でありますが、

同意書に記載された病名がレセプトの傷病名に記

載されていないことから疑義が生じたという文言

になっておるわけですね。そこで、同意書記載の

病名について、現に診察した医師に確認したとこ

ろ同意していない旨があったということですよね。

同意書というのは医師が発行するわけでしょう。

医師はここでは知らないとはっきり書かれておる

んですよ。それが同意書があったと。同意書に記

載された病名がレセプトと合っていなかったとい

うことですよね。なぜ同意書があるんですか。ど

こから出てきた同意書ですか。医師は出していな

いと言っているんですよ。同意書があるとするな

らば、この同意書は誰かが偽造をして、レセプト

と合わせられるようなことの操作をしたのではな

いかというふうに私は思うわけですね。この点、

どうなっておるのか、もう一回お尋ねをいたしま

す。 

 それと、こういった事件は今回が初めてじゃな

いわけですね。でしょう。私は一昨年からここの

連合議会議員ということになっております。それ

以前のうちの連合議会議員がうちの定例会で後期

高齢者医療制度の中で質問をされておりますが、

平成27年にもあっておりますね。それと29年にも

同じことがあっておるわけでしょう。これも９月

30日の書類の中で、４、その他の中の２項の中で、

平成29年度のはり・きゅう利用助成制度での不正

請求事案の発生を受けと。そして、市内の指定鍼

灸院に書類でもって誓約書を提出させたというこ

とになっておるんですよ。ですから、同じような

事案が２回、３回というように発生をしておりま

す。 

 私は、これはなぜかといいますと、やっぱりそ

ういった事案に対しての対応がしっかりとできて

いなかったというふうに思うわけですね。こうい

った事件が起こりますと、第三者委員会というも

のを設置して、そこでしっかりと調査をして、そ

して、今後の対応、そういったものを決めていく

というようなことがされております。今、この広

域連合ではそういった設置はされておりますか。

また、今言いました平成27年度、29年度、今回に

ついても、そういったものを設置しながら、何と

いいますか、議論をされたのかですね。一問一答

ですから、そこを今３点お尋ねをしました。答え

てください。 

○牧瀬稔子事務局長兼会計管理者 

 それでは、随時お答えさせていただきます。 

 まず、マスコミから嗅ぎつけられて報道したの

ではないかという点でございますが、それはござ

いません。こちらのほうとしましては、先ほど答

弁させていただきましたように、まず１点１点精

査をさせていただきまして、内容を確定させるの

にかなりの時間を要しております。その確定後、

正式にこちらの方針を決定させていただきました

後、速やかに議長、副議長に報告をさせていただ

いて、その後、速やかに議員の皆様ヘ文書を送付

させていただきました。それと同時に、もちろん

プレスリリースも早急にさせていただいたところ

でございます。それが１点目でございます。 

 なぜ同意書がという点ですが、先ほどの医師の
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レセプトの病名と、今回の同意書の傷病名ですね、

その違いにつきましては、これは済みませんが、

佐賀市で発覚したときの案件でございますので、

その詳細については、こちらのほうではお答えを

控えさせていただきたいと思っております。 

 なぜ同意書があるのか、不正な同意書をつくら

れたのではないかということもお尋ねになられた

と思いますが、まず１回目は必ず同意書が必要で

ございます。ただ、今までの平成30年10月以前は、

１回目の正式な同意書のもと、その後の継続には

必ずしも正式な同意書がなくてもいいということ

でしたので、そこが何というんですかね、請求書

には同意があった日にちとか、再同意を受けた日

とかを記載するだけでいいということになってお

りますので、そこで不正が行われたと考えており

ます。 

 次に、平成27年と29年の不正についてです。 

 まず先に、平成29年の助成金、この不正は、済

みませんが、後期高齢者医療、こちらの制度では

発生しておりません。こちらの広域連合で発生し

た事案でございますが、これは平成27年度に不正

請求事案が発生しております。 

 それと、その後のこちらの対応、そちらについ

て御説明をさせていただきたいと思います。 

 まず、例えば回数で、療養費を受けた回数とか

の不備がないかどうか、その観点から、施術所の

不正請求抑止のためということで、被保険者の方

へ医療費の通知ということで年３回出しておりま

す。また、療養費の支給決定通知書というのを毎

月送付しておりますので、そこでもしふぐあいが

ございましたらそこで案件の発生を防ぐことがで

きるかなと考えております。 

 それから、今回の場合もそうなんですが、前回

の平成27年度の際も全施術所に対しまして通知を

行っているところでございます。これで施術所に

対しましては襟を正していただけるのではないか

と考えているところでございます。 

 また、今回の案件につきましては、20市町の担

当者課長会議がございますので、その際にこの案

件を説明いたしまして、20市町の、特に国保と後

期高齢者医療、こちらの両方の担当者と連携して、

今後もそういう不正案件がないように、連携して

いけるように課長会で提案しているところでござ

います。 

 また、この療養費申請書の審査を行っていただ

いているのが佐賀県国民健康保険団体連合会でご

ざいます。これは通称国保連合会と申しますが、

こちらのほうの審査もなかなか細かい審査は難し

いということを聞いておりますが、今後もさらに

丁寧な審査を行っていただくようにお願いをして

いるところでございます。 

 それから、先ほどの審査会の設置等についてで

ございますが、今、あんま・はり・きゅうの審査

会の設置は、なるべくなら設置をしていただける

ように、佐賀県国民健康保険団体連合会にお願い

をしているところではございます。もちろん他県

で既に設置されているところもございますが、佐

賀県のほうでは審査基準が明確でない。まだ曖昧

な点が多いということで、このため、設置する意

義が今のところ認められないので、まだ設置には

至っていないということで伺っております。 

 この審査基準につきましては、国のほうにも明

確化をしていただけるように提案というか、要望

を今も行っているところでございます。 

 以上でございます。 

○園田邦広議員 

 同意書の関係ですが、当初の同意書があればい

いというようなことですが、これは３カ月ごとに

同意書をいただくということにはなっていないの

ですか。 

○牧瀬稔子事務局長兼会計管理者 

 平成30年10月に制度が変わるまでは同意書を新

たにもらう必要は特にないという規定になってお

ります。 

 以上でございます。 

○園田邦広議員 

 わかりました。 

 そうすると、９月30日の４のその他の項で、平

成29年度に不正請求があったということはうちに

は関係ないということですが、どこに関係あるん

ですか。これはこの広域連合の書類ですよ。ここ

に記載されておるというのは、広域連合に関係あ
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るから連絡をしたということでしょうもん。 

○牧瀬稔子事務局長兼会計管理者 

 済みません、ここで一団体を挙げるのもどうか

と思いますが、その事案は佐賀市の助成制度でご

ざいます。 

○園田邦広議員 

 うちに関係ないものを記載されておりますので、

こんがらがってしまっております。 

 先ほどから私が言いますように、やっぱり部外

からの方を招いて、そういった不正があった、ま

た、広域連合に不利益を与えたというようなこと

があるならば、その委員会を設置して速やかに調

査をするべきでしょうもん。私はこの件が新聞に

出て、町民の皆さんから何回か電話をいただきま

した。我々は、国保にしろ何にしろ、高い保険料

を払いよると。そして、年金は減りよるというよ

うなことで、非常に生活が苦しい中で、こういっ

た不正を働かれては我々はどがんすっとかいとい

うようなことを電話でいただきますよ。ですから、

私はあえてここで質問をさせてもらっております。

今までこういった質問があったかどうかは知りま

せん。やっぱりそういったことがないように、２

回、３回と繰り返さないようにそういったものを

設置して、しっかりと審議をしていただきたいと

思っております。 

 書類でもって今後ないようにというような、そ

ういった対応では、私は甘いと言わざるを得ませ

ん。やっぱり厳しい態度でしておかないと、二度、

三度、これからも出てきますよ、書類だけでしよ

ってもですね。そういったことをしっかりと広域

連合はやっておりますということをやっぱりマス

コミの方々にＰＲをして、そして、一般の方にそ

ういったものを見てもらうというような広報でも

出しながらしてもらわないと、やっぱり県民は納

得しませんよ。私はそう思います。 

○牧瀬稔子事務局長兼会計管理者 

 まず、この療養費の制度でございますが、これ

は佐賀県に限ったことではございませんで、やは

り国のほうとしてもこの制度には少し甘い点があ

るということで、受領委任制度を導入されており

ます。それから指導監督というのを佐賀でいいま

すと九州厚生局と佐賀県、佐賀県庁のほうですね、

そちらのほうが指導監督をする権限を持たれまし

て、またルールについても今後も厳しくなってい

くんではないかと考えておりますし、そうなるよ

うに国のほうにも今後とも要望してまいりたいと

思っております。 

 また、今回の件につきましては、20市町のそれ

ぞれの担当課のほうでも再度書類の審査をしたり

とか、全員で不正がないように対応するように努

力してまいっているところでございますので、御

理解をいただければと思います。 

 以上でございます。 

○園田邦広議員 

 そうすると、事案の対応ということで３つお伺

いしましたが、１つの不正受給の返還ということ

でお尋ねしたですが、１事業者からは返還があり

ましたということですね。１事業者からはまだな

い。督促を出したということでありますが、この

期限はいつまでになるんですか。 

○牧瀬稔子事務局長兼会計管理者 

 11月14日を期限としております。 

○園田邦広議員 

 そうすると、それまでに納付がなかった、返還

がなかったとすればどういうふうになりますか。 

○牧瀬稔子事務局長兼会計管理者 

 14日を期限にしておりましたので、15日に納付

がないということで、相手方の弁護士のほうに連

絡をさせていただいております。 

 なぜ相手方の弁護士かといいますと、相手方か

らの申し入れがございまして、連絡は弁護士を通

してほしいということでございました。今のとこ

ろ、先方の弁護士のほうからは今検討中であると

お答えをいただいているところでございます。 

 以上でございます。 

○園田邦広議員 

 最後になります。２事業者に対して今後のペナ

ルティーといいますか、そういったものはどのよ

うに考えておられますか。 

○牧瀬稔子事務局長兼会計管理者 

 この受領委任制度が入る前でございましたら、

例えば、代理受領権というのを５年間停止させる
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とかという方法がございましたが、その制度に移

っておりますので、私どもにはそのペナルティー

といいますか、５年間制限するという権限がござ

いませんし、逆に県や九州厚生局のほうにも、以

前の話になりますので、その権限がないので、申

しわけありませんが、ある一定期間この制度を運

用することができないようにするということはで

きません。そういう意味でのペナルティーはない

状態でございます。 

○園田邦広議員 

 平成30年度にその法律が変わったんですね。不

正があったのは、これは平成26年から平成30年、

もう一方は平成29年度から平成30年度までですよ。

変わる前にこれが発生しとったんじゃないですか。 

○牧瀬稔子事務局長兼会計管理者 

 当広域連合がこの受領委任制度に移行しました

のが平成31年４月からでございますので、その以

前に発生しているものについて、県や九州厚生局

の権限、ペナルティーといったらおかしいんです

が、その権限がないということでございます。 

○横尾俊彦広域連合長 

 少し補足をさせていただきたいと思います。 

 過去にあった事案は大変金額が大きくて許しが

たいものでございましたので、即刻の対応に努め、

慎重調査の上対処いたしましたところ、即金で返

されて、事業所は閉鎖されたということがありま

す。要は調査がどこまでできるか、そして、それ

に伴って、法に基づいての処置がどこまでできる

かが非常に大きいものと思っておりました。そう

いう事案がありましたので、その後、全国広域連

合でもこういった事案のことについて情報を共有

し、九州厚生局並びに厚生労働省本省、そして、

佐賀県のほうへ係る事案がないように、今園田議

員お尋ねのように、こういったことがまたあった

らいけないというふうなこともありますので、厳

密な調査、そして厳密な指導、そして場合によっ

ては法人としての許認可権をやめていただくとい

うふうなぐらいの強い指導もしていただかないと、

なかなかこういう不正は根が絶ちがたいんじゃな

いですかということも含めた提案と要望をさせて

いただいております。まだそういったことに至っ

ていませんが、徐々の改善はされるものと思って

います。 

 今回の事案は、たまたま２件でございましたけ

れども、わかりましたので、わかった以上は厳と

して対応するということでさせていただきました。 

 また、議員が後半のほうで御質問と御提案があ

りました報道ヘのアピールということですけど、

特にこういった事案で不正があった場合は、広域

連合はきちっと対応しますよということを示すこ

とが何よりの抑止効果になると思っていますので、

今回のことはそのことによって、一方は即対応さ

れ、返金をされ、残された一方は今、事務局長が

説明ありましたように近々弁護士のほうから連絡

があると思いますけど、早期な返還をしていただ

きたい。そして、それに伴って、今後不正がない

ようにしたらどうかにつきまして、我々も全国協

議会でも話をしたりしますので、各厚生局、並び

に厚生労働省、そして、各都道府県へこういった

ことを共有して、不正が二度とないようにぜひつ

くっていかなきゃいけないというふうに思ってい

るところでございます。 

○園田邦広議員 

 今後、こういったことがないように、執行部の

皆さん、連合長を初め、執行部の皆さんはしっか

りと今後の対応策等を考えていただきたいという

ふうに思っております。 

 終わります。ありがとうございました。 

○嘉村弘和議長 

 以上で通告による質問は終わりました。 

 これをもって広域連合一般に対する質問は終結

いたします。 

◎ 討  論 

○嘉村弘和議長 

 次に、日程により、第９号から第14号、以上６

件の議案に対する討論に入ります。 

 これまでに通告はありませんので、これをもっ

て討論は終結します。 

◎ 採  決 

○嘉村弘和議長 

 これより議案の採決を行います。 

 まず、第９号議案を採決します。 
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 お諮りします。本案は原案を認定することに賛

成の方は起立願います。 

    （賛成者起立） 

 起立全員と認めます。よって、第９号議案は原

案のとおり認定されました。 

 次に、第10号議案を採決します。 

 お諮りします。本案は原案を認定することに賛

成の方は起立願います。 

    （賛成者起立） 

 起立全員と認めます。よって、第10号議案は原

案のとおり認定されました。 

 次に、第11号議案を採決します。 

 お諮りします。本案は原案を可決することに賛

成の方は起立願います。 

    （賛成者起立） 

 起立全員と認めます。よって、第11号議案は原

案のとおり可決されました。 

 次に、第12号議案を採決します。 

 お諮りします。本案は原案を可決することに賛

成の方は起立願います。 

    （賛成者起立） 

 起立全員と認めます。よって、第12号議案は原

案のとおり可決されました。 

 次に、第13号議案を採決します。 

 お諮りします。本案は原案を可決することに賛

成の方は起立願います。 

    （賛成者起立） 

 起立全員と認めます。よって、第13号議案は原

案のとおり可決されました。 

 次に、第14号議案を採決します。 

 お諮りします。本案は原案を承認することに賛

成の方は起立願います。 

    （賛成者起立） 

 起立全員と認めます。よって、第14号議案は原

案のとおり承認されました。 

◎ 追加議案上程・提案理由説明・質疑 

・討論・採決         

○嘉村弘和議長 

 次に、本日追加提出されました第15号議案 佐

賀県後期高齢者医療広域連合監査委員の選任につ

いてを日程に追加し、議題としたいと思いますが、

御異議ありませんか。 

    （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認めます。よって、第15号議案 佐賀

県後期高齢者医療広域連合監査委員の選任につい

てを日程に追加し、議題とすることに決定しまし

た。 

 この際、地方自治法の規定により、前田邦幸議

員の退席を求めます。 

〔前田議員 退場〕 

 お諮りします。本議案は提案理由の説明を省略

したいと思いますが、御異議ありませんか。 

    （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認めます。よって、本議案は提案理

由説明を省略することに決定しました。 

 これより質疑に入りますが、御質疑はありませ

んか。 

    （「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑は終結します。 

 これより討論に入りますが、討論はありません

か。 

    （「なし」と呼ぶ者あり） 

 討論なしと認めます。これをもって討論は終結

します。 

 これより第15号議案を採決します。 

 お諮りします。本案は同意することに御異議あ

りませんか。 

    （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認めます。よって、第15号議案は同

意することに決定しました。 

 前田邦幸議員の入場を許可します。 

〔前田議員 入場〕 

◎ 議決事件の字句及び数字等の整理 

○嘉村弘和議長 

 次に、議決事件の字句及び数字等の整理につい

てお諮りします。 

 今定例会において議案等が議決されましたが、

その条項、字句、数字、その他の整理を必要とす

るときは、会議規則の規定により、その整理を議

長に委任されたいと思いますが、これに御異議あ

りませんか。 
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    （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認めます。よって、条項、字句、数

字、その他の整理は議長に委任することに決定し

ました。 

◎ 閉  会 

○嘉村弘和議長 

 以上をもちまして、議事の全部を終了しました

ので、会議を閉じます。 

 佐賀県後期高齢者医療広域連合議会定例会を閉

会します。 

午前11時10分 閉 会   
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会議に出席した事務局職員 

 議 会 事 務 局 長  花 田 英 樹 

 

 議 会 事 務 局 副 局 長  本 告 昌 信 

 

 参          事  宮 原   信 

 

 書          記  井手野 修 万 

 

 書          記  三 好 智 喜 

 

 書          記  甲 斐 弘 律 
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  地方自治法第123条第２項の規定により、ここに署名する。 

 

 

      令和  年  月  日 

 

 

  佐賀県後期高齢者医療広域連合議会議長    嘉 村  弘 和 

 

 

  佐賀県後期高齢者医療広域連合議会副議長    片 渕  栄二郎 

 

 

  佐賀県後期高齢者医療広域連合議会議員    牟 田  勝 浩 

 

 

  佐賀県後期高齢者医療広域連合議会議員    前 田  邦 幸 

 

 

  会 議 録 作 成 者 
                          花 田  英 樹 
  佐賀県後期高齢者医療広域連合議会事務局長 
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議席の指定 

坂口 議員（１番） 

池田 議員（21番） 

嘉村 議員（22番） 
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（資料）一般質問項目表 

 

  ○ 一 般 質 問 

令和元年11月定例会  

質問順 氏   名 質問方式 質   問   事   項 

1 園 田 邦 広 一問一答  後期高齢者医療費の不正受給について 

 

 2019年10月２日の佐賀新聞で佐賀市の２鍼灸院が医療費

を不正に請求し合計で、341万5,236円を受給したと報道が

あった。このことについて下記の３点について伺う。 

 

１ 不正のあった時期は、一事業者は2014年３月から2018

年11月まで、もう一事業者は2017年５月から2018年６月

までとなっている。 

 広域連合が不正を把握したのはいつか、なぜ今の時期

に報道されたのか。また、発覚後速やかに議会を招集し

報告しなかったのか。 

 

２ 報道では、前段で両鍼灸院ともいずれも医師の同意を

得ずに施術をおこなったとある。後段では療養費申請の

審査で医師の同意書とレセプト（診療報酬明細書）に記

された病名が異なっていたことから不正が判明したとな

っている。 

 医師が同意書を出していないのに、なぜ同意書がある

のか。 

 

３ 事案の対応 

 (1) 不正受給分の返還 

 (2) 被害届の提出について（佐賀市） 

   「被害届」の提出について、警察に相談している。

  広域連合はなぜ「被害届」をださないのか。 
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